










































るということができる?それは(1)閉鎖経済 closed econmy と(2)開放経済
open econmy の二つの部分から構成されている。
最初に， (1)閉鎖経済からみてみよう。ルイスは途上国の経済は資本主義部



































































ゴムということになるが，そうなるのは A ， B 両国間の要素交易条件一一そ
れは A ， B 両国での食糧の生産性によって直接に規定されている一ーがA 国
の 1 賃金= B 国の 3 賃金であるからであるというのがルイスの言わんとする
W.A. ルイスの交易条件論 127 
ことであった。
いま B国のゴムの生産性が 3倍上昇したとしょっ。その結果は A国の労





のそれと同じになり 1単位のゴムで 3 単位の鉄鋼が入手できるようになる。

























































とによるのであるとし r開放二重経済の動態モテ、/レJ (dynamic models of 


















論 JJ (185 年)段階での D. リカードも穀物を価値尺度に採用していたのであ






























言わざるをえない。それは Scyla and Charybdis と言って済ませておける
ことではないのである)。ルイスはここで，穀物の生産性上昇一→労働者のう














的な生産性によって規定される，もし 1人当りの生産物 (output per head) 
を「賃金J とよぶならば， A 国(開発国)の 1 賃金= 8 国(途上国)の 3 託
金となると言っている?ここでルイスが穀物をもって価値尺度にしているこ
とは明らかであって，この場合の「賃金J = 1 人当りの生産物が穀物量では
かられることもまた明らかであろう(ルイスは他の箇所でそれを「生産物託
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